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注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子は開かないでください。 

 

２．この問題冊子は２ページあります。試験中、ページの脱落等に気づいた場合は、手を挙げ 

て監督者に知らせてください。 

解答用紙の汚れなどに気づいた場合も、同様に知らせてください。 

 

３．監督者の指示に従って、解答用紙（４枚）それぞれに受験番号、氏名を記入してください。 

 

４．解答は、すべて解答用紙の指定箇所に記入してください。 

 

５．筆記用具以外は、使用しないでください。 

 

６．試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2-5  M数学） 

Ｍ－A３ 

 



〔 I 〕 この問題については, 解答用紙の所定の欄に答えだけを書きなさい.

(1) 整式 P (x) = x3 + ax2 + bx− 7を (x− 2)(x+3)で割った余りが 2x− 1であ
るとき, 定数 a, bの値を求めなさい.

(2) x
1
2 − x− 1

2 = −2のとき, x2 + x−2の値を求めなさい.

(3) 5個の数字 0, 1, 2, 3, 4を使ってできる 3桁の整数のうち, 3の倍数は何個ある
か求めなさい. ただし, 同じ数字は 2度以上使わないものとする.

(4)
5

6
π ≦ x ≦ 2πとする. 関数 y =

2

cos
(x
2
+

π

3

) が最大値をとる xの値を求め

なさい.

〔 II 〕 数列 {an}の一般項は an =
2(2n− 1)

n(n+ 1)(n+ 2)
であり, 初項から第 n項までの和を

Snとする.

(1) S3の値を求めなさい.

(2) 等式 2(2n− 1)

n(n+ 1)(n+ 2)
= −

(
1

n
− 1

n+ 1

)
+ 5

(
1

n+ 1
− 1

n+ 2

)
を示しな

さい.

(3) Sn >
7

6
を満たす最小の自然数 nを求めなさい.

〔 III 〕 △OABにおいて, 辺 OAの中点を P, 辺 OBの中点を Q, 辺 ABの中点を Rとし,

△OABの重心をG, △OPQの重心をG1, △PARの重心をG2, △QRBの重心をG3

とする.

(1)
−−→
OGを−→

OAと−→
OBを用いて表しなさい.

(2)
−−→
OG1,

−−→
OG2,

−−→
OG3を

−→
OAと−→

OBを用いてそれぞれ表しなさい.

(3) △G1G2G3の重心をG4とするとき,
−−→
OG4 =

−−→
OGを示しなさい.

( 1 )



〔 IV 〕 iを虚数単位とする. 実数 tに対し, 複素数平面上の点 zが方程式
z

z − 2i
= it

を満たしているとする.

(1) z = −1 + iのときの tの値を求めなさい.

(2) x, yを実数とし, z = x + yiとおく. tがすべての実数値をとって変化すると
き, x, yの満たす方程式を求め, 点 zの描く図形を図示しなさい.

〔 V 〕 k は正の実数とする. f(x) =
ex − e−x

ex + e−x
に対し, 曲線 y = f(x), x軸, および直線

x = kで囲まれた図形の面積を S(k)とする.

(1) f ′(x)を求めなさい.

(2) y = f(x)の x = log 2における接線の方程式を求めなさい.

(3) S(k)の値を求めなさい.

(4) lim
k→∞

S(k)

k
の値を求めなさい.
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